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令和 5 年 9 月 29 日 

日本における頭頸部がんの死亡率の経年変化を明らかに

 

 

 

 

 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科医薬品臨床評価学分野の博士課程 2 年生の東恩納司と岡山

大学学術研究院医歯薬学域医療教育センター薬学教育部門健康情報科学分野の小山敏広准教授、

岡山大学病院薬剤部の濱野裕章講師、座間味義人教授らの研究グループは、これまで十分に明ら

かにされていなかった日本における頭頸部がんの死亡率の傾向を明らかにしました。本研究は国

内外の複数の研究機関と医療機関の研究者との共同研究において実施されました。

頭頸部がんは世界で 6 番目に多いがんであり、今後も罹患者数および死亡者数は増加すると推

定されています(1)。日本でも分子標的治療薬や免疫療法といった新たな治療薬の開発が進む中、死

亡率の経時的な動向は十分明らかにされていませんでした。

本研究では、1999 年から 2019 年の日本国内における頭頸部がんの死亡者数を分析しました。そ

の結果、頭頸部がんの年齢調整死亡率は、男女ともに減少し、特に男性では 2014 年以降顕著に死

亡率が低下したことが明らかとなりました。

本研究によって明らかになった傾向は、日本における喫煙率などの経年的低下や、検診による

早期発見、分子標的治療薬といった新規がん化学療法の開発によるものと考えられます。

本研究成果は、国際医学誌「Cancers」のオンライン版に 7 月 26 日に掲載されました。 

◆発表のポイント

・これまで十分に明らかにされていなかった日本における頭頸部がんの死亡率の推移を明らかに

しました。

・1999 年から 2019 年の日本の頭頸部がんの年齢調整死亡率※①は、男女ともに減少し、特に男性

では 2014 年以降顕著に年齢調整死亡率が低下したことが明らかとなりました。

・本研究結果は、日本における喫煙率の低下や頭頸部がんの診断および治療法の進歩が頭頸部が

んによる死亡率の低下に寄与している可能性を示唆しています。

資料７

https://www.mdpi.com/journal/cancers
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◆研究者からのひとこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

小山 准教授 

今回の研究も多様な研究者の協力により、ヘルスケアデータサイエンス

という新たな領域で国内のデータベースを臨床的な視点で分析した結果と

して得られたものと思います。今後も、医療政策とへ貢献できる基盤とな

る研究成果を発表し続けていきたいと思います。 

 
博士課程２年 東恩納司 

頭頚部がんは世界で 6 番目に罹患者が多いがん腫であるにも関わらず、

肺がんや大腸がんなどの 5 大がんと比較すると、一般的に知られていませ

ん。本邦では早期発見に向けた検診率なども諸外国と比較して低いです。

本研究結果で明らかとなった、頭頚部がんの死亡率に関する傾向は今後の

政策医療に大きく寄与する知見であると考えています。 
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■発表内容 

＜現状＞ 

頭頸部がんは、世界で 6 番目に多いタイプの悪性腫瘍です(1､2) 。頭頚部がんは機能的な呼吸、摂

食、会話、味覚、聴覚障害を引き起こし、生活の質を著しく低下させることが知られています。世

界では、2016 年に 410 万人の頭頚部がんの有病者が報告され(3) 、2020 年には 100 万人の新規患者

が報告され、約 500 万人が亡くなっています(1､2) 。さらに、頭頚部がんは 2030 年までに年間 70 万

人以上の死亡と最大 5,350 億ドルの経済的損失をもたらすと推定されています(4) 。頭頚部がんの罹

患率は比較的低いままですが（全癌の約 5％）、患者数と死者数は最近増加傾向にあります(1-3)。 

日本では、頭頚部がんの大部分を占める口腔がんの罹患率が増加しています(5)。さらに、頭頚部

がんの罹患率は男女ともに増加し続けると推定されています(6) 。従って、疾病負担を軽減するため

に集中的な対策が必要です。過去数十年にわたる治療法の著しい発展にもかかわらず、年齢調整死

亡率の年次推移を統計的に評価した研究は多くありません。 

これまで日本における頭頚部がんの部位罹患率を評価した疫学研究はありますが(7) 、粗死亡率お

よび年齢調整死亡率の経時的変化については十分に調査されていません。頭頚部がんの治療戦略や

スクリーニングなどの政策を検討するためには、がん罹患率の知見だけでは不十分です。粗死亡率

※②と年齢調整死亡率を用いてがん死亡率の経年変化を調べることは、治療法の有効性を評価し、

将来のがん治療や予防に必要な資源の配分を計画するのに役立ちます。そこで本研究では、日本に

おける頭頚部がんの年齢調整死亡率の経時的変化を明らかにし、今後の医療政策の基礎的エビデン

スとすること目的に施しました。 

 

＜研究成果の内容＞ 

東恩納司院生と小山敏広准教授ら研究グループは、1999 年から 2019 年の 21 年間における日本

国内の頭頸部がんによる死亡率の変化率について解析を行いました。その結果、日本国内の頭頸

部がんによる死亡率は年々増加傾向であり、特に男性は女性のおよそ 3 倍であることが明らかと

なりました（図１）。 
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図１ 国内の頭頚部がんの粗死亡率の推移 

 

また 10 万人あたりの年齢調整死亡率について解析したところ、男女ともに減少傾向であり、男

性では 8.20 から 7.21 に、女性では 1.96 から 1.71 まで減少していました。特に男性では、2014 年

から 2019 年にかけて年齢調整死亡率が急激に低下していることが明らかとなりました。本結果の

要因の一つとして、2012 年に保険適応となった分子治療薬の寄与などが考えられます（図２）。 

 

図２ 国内の頭頚部がんの年齢調整死亡率の推移 
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また、年齢別に粗死亡率の傾向について検討したところ、35 歳から 74 歳までの各年齢グループで

粗死亡率の低下が観察され、特に 45–54 歳のグループにおいて最も粗死亡率が低下していることが

明らかとなりました。一般に、高齢者はがん化学療法に対する忍容性が低いことを考えると、本研究

結果の年齢毎の粗死亡率の低下は妥当な結果であると考えられます。その他、年齢調整死亡率が低下

した理由として、頭頚部がんのリスク因子の一つである喫煙率の経年的な減少、予防検診としての歯

科受診率の増加による頭頸部がんの早期発見などの可能性が考えられます。

＜社会的な意義＞

本研究の成果から、日本における頭頸部がんの死亡率の経年変化が明らかとなりました。肺がんな

どの 5 大がんと比較すると、頭頸部がんは早期発見を目的とした歯科検診などの積極的に実施され

ていません。頭頚部がんの一部はヒトパピローマウイルスがリスク因子であることが知られており、

ワクチン接種など予防的プログラムにも有益な情報の一つであると考えています。このように頭頸

部がんの死亡率の経年変化を知ることで、今後のスクリーニングなどの医療政策に関わる基礎的な

科学的的知見となり得るものと考えます。

■用語説明・参考資料

※① 年齢調整死亡率

年齢構造の変化の影響を除いた人口当たりの死亡率

※② 粗死亡率

人口当たりの死亡率
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＜お問い合わせ＞

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 

博士課程2年 東恩納司 

岡山大学学術研究院医歯薬学域 

医療教育センター薬学教育部門 

健康情報科学分野 

准教授 小山敏広 

（電話番号）086-235-6585 


